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■目的：シミュレーション分野における「知の統合」をより一層高め、「イノベーター日本」の実現を牽引する。

■概要：シミュレーション全般、シミュレーションから計算機システム全体までを俯瞰できる、先端シミュレーション分野 でのリー
ダーたり得る人材を育成するために、以下の拠点を形成する。

－総合拠点： 共通基盤的なカリキュラム作成、エクステンション講座の開設等
－専門拠点： 総合拠点のカリキュラム適用、独自カリキュラム作成等（総合拠点を補完（登録制））

■期間：５ヵ年（ただし、各個人の人材育成期間は２年～３年程度）

■対象：物質・材料（ナノテクノロジーなど）、ライフサイエンスといった個別分野の専門知識を持ち、さらにＩＴや計算科学技術につ
いても一定の知識を持った人材。企業や大学・研究機関から幅広く技術者・研究者・学生を受け入れる。

■実施体制： 世界水準のスーパーコンピュータを有する大学・研究機関等から総合拠点を公募・選定。
専門拠点までを含め一体的に事業を推進する。
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スーパーコンピューティング分野における
既存プロジェクトとの関係
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